
同
志
社
の
学
術
・
文
化
刊
行
物

,
同
志
社
商
学

同
志
社
商
学
は
「
同
志
社
大
学
商
学
会
L
 
の
機
関

誌
で
あ
る
。
商
学
会
は
商
学
部
専
任
教
員
を
中
心
と

し
、
商
学
部
学
生
も
包
含
す
る
専
門
的
研
究
会
で
あ

る
か
ら
、
同
志
社
商
学
の
主
内
容
は
経
営
、
会
計
、

商
業
貿
易
、
経
済
の
諸
分
野
に
わ
九
る
研
究
論
文

で
あ
る
。
商
学
部
の
創
設
は
昭
和
二
十
四
年
で
あ
る

が
、
そ
れ
と
同
時
に
商
学
会
も
創
設
さ
れ
た
。
同
年

九
月
に
は
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
、
以
後
す
で
に
二
十

六
巻
を
数
え
て
い
る
。
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
ま
で
は

年
四
回
、
第
四
巻
か
ら
は
年
六
回
の
発
行
を
続
け
て

い
る
。明
治
四
十
五
年
に
創
設
さ
れ
た
同
志
社
大
学
は
専

門
学
校
令
に
ょ
る
大
学
で
あ
っ
た
が
、
大
正
九
年
に

大
学
令
に
ょ
る
大
学
に
変
わ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ

ま
で
の
大
学
は
同
志
社
専
門
学
校
と
改
称
さ
れ
、
大

正
十
二
年
に
神
学
部
、
英
語
師
範
部
、
政
治
経
済
部

と
並
ん
で
高
等
商
業
部
が
増
設
さ
れ
た
。
こ
の
高
等

商
業
部
は
、
紹
和
五
年
に
岩
倉
校
地
に
移
転
し
、
冊

和
六
年
に
同
志
社
高
等
商
業
学
校
と
な
り
、
さ
ら
に

第
二
次
大
戦
中
の
昭
和
十
九
年
に
同
志
社
経
済
専
門

学
校
と
改
称
さ
れ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
に
ょ
っ
て
日
本
経
済
は
急
激
に

成
長
し
た
。
こ
の
新
し
い
経
済
を
運
営
す
る
に
は
新

し
い
人
材
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
の
時
流
に
乗
っ
て
、

高
度
の
商
業
教
育
機
関
と
し
て
の
同
志
社
高
商
は
、

や
が
て
関
西
に
お
け
る
私
立
高
商
の
名
門
と
い
わ
れ

毛
4

る
実
質
を
具
え
る
に
至
っ
た
。
こ
の
発
展
の
基
礎
と

な
っ
た
の
は
教
授
陣
の
充
実
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰

囲
気
で
あ
り
、
こ
の
一
爽
を
担
っ
た
の
が
専
任
教
員

を
中
心
と
す
る
研
究
団
体
で
あ
る
同
志
社
高
商
冠

妥
学
会
で
あ
り
、
そ
の
機
関
誌
で
あ
る
同
志
社
高

商
(
経
塵
論
叢
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
商
学
会
と
同

志
社
商
学
は
そ
の
伝
統
を
直
接
に
受
け
つ
ぐ
後
継
者

で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
に
商
学
部
は
創
設
さ
れ
た
が
、
こ

れ
は
す
ん
な
り
創
設
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
六

三
制
と
い
わ
れ
る
新
教
育
制
は
昭
和
二
十
二
年
か
ら

実
施
さ
れ
た
。
同
志
社
で
は
昭
和
二
十
二
年
に
新
制

大
学
設
立
準
備
委
員
会
が
作
ら
れ
、
筆
者
も
そ
の
委

員
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
神
・
文
・
法
・
経

の
旧
制
大
学
を
基
礎
と
す
る
四
学
部
は
二
十
三
年
か

ら
開
設
す
る
こ
と
が
き
ま
っ
た
が
、
経
専
を
基
礎
と
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す
る
商
学
部
と
工
専
を
基
礎
と
す
る
工
学
部
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
論
が
出
さ
れ
た
。
商
学
部
に

つ
い
て
は
「
商
学
部
と
い
う
学
部
は
あ
り
え
な
い
」

と
か
「
専
門
学
校
教
員
は
大
学
教
員
の
資
格
が
な

な
ど
と
い
う
よ
う
な
、
非
常
識
な
需
さ
え
平

)し
し
気
で
な
さ
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
一
年
お
く
れ
て
商
学
部
が
発
足
し
た
と

き
、
商
学
部
ス
タ
ッ
フ
の
学
問
に
対
す
る
態
度
は
、

き
わ
め
て
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
熱
情
を

ぷ
っ
つ
け
た
の
が
商
学
会
で
あ
り
、
同
志
社
商
学
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
志
社
商
学
の
創

刊
号
に
載
せ
ら
れ
た
次
の
よ
う
な
発
刊
の
辞
に
現
わ

れ
て
い
る
。

「
本
学
会
は
商
学
研
究
の
学
術
団
体
と
し
て
、
学

問
を
基
盤
と
す
る
大
学
の
存
在
理
由
を
明
ら
か
に
す

る
責
任
を
担
っ
て
い
る
。
本
学
会
の
機
関
誌
と
し
て

こ
こ
に
同
志
社
商
学
創
刊
号
を
也
に
送
る
こ
と
は
、

商
学
部
の
開
設
を
支
持
さ
れ
た
世
論
に
応
え
る
と
と

も
に
、
わ
れ
わ
れ
の
学
問
的
努
力
と
精
進
を
問
う
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」

文
章
は
練
れ
て
い
な
い
が
、
新
学
部
の
新
興
の
意

気
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和
二
十
五
年
に

は
同
志
社
商
学
第
二
巻
第
吾
ぢ
を
、
商
学
部
専
任
教

員
全
員
の
執
筆
に
ょ
る
一
周
年
悪
論
文
集
と
し
て

発
行
し
た
が
、
次
の
よ
う
な
序
文
に
も
以
上
の
こ
と

は
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
い
る
。

「
思
う
に
、
比
叡
山
麓
、
岩
倉
の
地
に
お
い
て
、

永
ら
く
経
済
人
育
成
の
九
め
に
、
特
異
の
学
風
を
創

造
し
て
き
た
同
志
社
経
済
専
門
学
校
(
元
同
志
社
高

等
商
業
学
校
)
が
、
学
制
改
革
を
機
と
し
て
、
各
方

面
の
ご
援
助
の
も
と
、
多
数
の
優
秀
な
教
授
を
加
え
、

商
学
部
と
し
て
同
志
社
大
学
の
一
爽
を
担
う
に
至

り
、
本
年
七
月
に
は
学
生
の
父
兄
、
経
専
禽
画
卒

業
生
ら
の
厚
意
に
ょ
り
、
新
た
に
商
学
部
研
究
室
も

竣
工
し
、
秋
に
は
さ
ら
に
教
授
陣
を
強
化
す
る
な

ど
、
内
外
の
努
力
が
相
俟
っ
て
商
学
会
も
よ
う
や
く

そ
の
出
発
点
を
え
た
観
が
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
商
学
は
そ
の
学
問
的
な
伝
統
も
古
く
、
し
た
が

つ
て
商
学
を
研
修
す
る
学
会
も
ま
九
古
く
か
ら
数
多

く
存
在
し
て
い
る
が
、
同
時
に
今
日
ほ
ど
、
そ
の
伝

統
に
対
し
て
強
い
反
省
が
要
求
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ

る
ま
い
。
そ
れ
は
実
証
科
学
と
し
て
の
商
学
の
、
よ

り
い
っ
そ
う
の
発
展
を
契
機
づ
け
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
過
渡
期
を
つ
ら
ぬ
く
動
揺
と
混
乱
も
ま
た

特
徴
的
で
あ
る
。

本
学
会
も
発
足
以
来
す
で
に
そ
れ
ら
を
経
験

し
、
み
ず
か
ら
脱
皮
に
努
力
し
つ
つ
ぁ
る
。
本
悪

論
文
集
も
、
い
わ
ぱ
そ
の
迂
余
曲
節
の
道
程
に
お
け

る
一
つ
の
道
標
で
あ
り
、
ま
た
動
揺
と
混
乱
を
も
、

そ
れ
な
り
に
表
わ
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
や
が

て
、
そ
れ
ら
は
よ
り
一
そ
う
高
い
段
階
に
お
い
て
整

理
さ
れ
、
体
系
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
た
め

に
も
現
実
的
基
盤
と
し
て
の
経
済
界
と
の
連
繋
を
絶

え
ず
強
化
す
る
と
と
も
に
、
体
系
化
の
場
と
し
て
の

他
の
諸
学
会
と
の
学
問
灼
協
業
を
、
よ
り
密
に
す
る

こ
と
に
努
力
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
同
志
社
商
学

は
、
い
わ
ぱ
そ
の
一
つ
の
道
具
と
い
え
る
」

こ
れ
は
商
学
部
創
設
の
主
役
で
あ
り
、
初
代
商
学

部
長
で
あ
っ
た
故
島
本
英
夫
教
授
の
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
実
証
科
学
と
し
て
の
商
学
と
い
う
キ
ャ

ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
そ
の
存
在
理
由
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
し
た
当
時
の
事
情
を
、
反
映
し
て
い
る
。
同

時
に
ま
九
、
こ
れ
は
同
志
社
商
学
の
発
足
か
ら
今
日

ま
で
持
ち
つ
づ
け
て
い
る
特
徴
で
も
あ
る
。

商
学
会
は
昭
和
二
十
八
年
に
創
立
五
周
年
記
念
論

文
集
を
、
昭
和
三
十
三
年
に
十
周
年
記
念
論
文
集
を

発
行
し
た
。
昭
和
四
十
三
年
に
は
、
さ
ら
に
二
十
周

年
記
粛
文
集
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
序
文
に
は
、

「
顧
み
れ
ぱ
、
敗
戦
の
傷
が
ま
だ
癒
え
ぬ
混
乱
の

最
中
に
、
商
学
・
経
営
学
の
領
域
に
新
風
を
吹
き
込

み
、
さ
ら
に
は
民
主
主
義
の
地
に
つ
い
た
発
展
と
国

際
的
な
平
和
に
寄
与
し
、
わ
が
国
再
建
と
新
し
い
進
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歩
に
貢
献
し
う
る
良
心
的
な
人
物
を
養
成
し
よ
う
と

す
る
理
想
の
も
と
に
商
学
部
が
設
置
さ
れ
た
。
以

来
、
幾
多
の
畏
敬
す
る
先
輩
の
も
と
、
ま
た
輩
出
す

る
新
進
気
鋭
の
若
手
諸
教
授
の
熱
情
に
支
え
ら
れ

て
、
大
学
院
商
学
研
究
科
修
士
、
博
士
両
課
程
が
相

つ
い
で
設
置
さ
れ
た
。
か
く
し
て
後
継
者
養
成
の
道

が
開
か
れ
る
と
と
も
に
一
般
教
育
関
係
の
陣
容
も
し

だ
い
に
強
化
さ
れ
、
こ
こ
に
名
実
と
も
に
学
問
の
府

と
し
て
の
体
制
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
。
現
在
で
は

多
く
の
本
学
大
学
院
商
学
研
究
科
出
身
の
若
手
研
究

者
が
、
教
授
会
の
席
を
埋
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
こ
れ
は
創
立
二
十
周
年
に
さ
い
し
て
、
慶
賀

す
べ
き
こ
と
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
学
問
の
進
歩
は
日
を
追
っ
て
著

し
く
、
そ
の
道
を
き
わ
め
る
こ
と
は
容
易
な
ら
ぬ
も

の
が
あ
る
。
加
え
て
、
今
日
提
起
さ
れ
て
い
る
教
育
、

研
究
上
の
諸
問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
に
新
た
な
大
学
像

の
構
築
を
要
請
し
て
い
る
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
三
年
の
、
い
わ
ゆ
る
大

学
紛
争
の
と
き
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
特
殊
な

感
情
が
バ
ッ
ウ
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
序
文

を
通
じ
て
、
商
学
部
あ
る
い
は
商
学
会
、
そ
れ
に
つ

な
が
る
同
志
社
商
学
の
歩
い
た
道
を
た
ど
る
こ
と
が

で
き
る
。

(
平
山
玄
・
大
学
商
学
部
教
授
)

一
席
二
席

該
当
者
な
し

「
百
周
年
を
迎
え
ろ
に
当
っ
て
私
は
思
う
」

吉
川
和
正
大
学
法
学

「
同
志
社
の
良
心
教
育
L
高
橋
勝
(
校
友
)

「
'
喪
家
の
犬
4
新
島
襄
」

本
井
康
博
(
校
友
)

「
百
年
を
迎
え
る
に
当
っ
て
私
は
思
う
1
 
一

国
の
良
心
の
養
成
か
ら
世
界
の
良
心
の
養
成

ヘ
 
1
」

輩
正
治
姦
学
敦
膨

「
大
学
の
像
1
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
求
め

て
し

密
嘉
姦
学
兆
些

丁
ゞ
ゞ
j
ゞ
ー
ー
)
ゞ
ゞ
(

「
新
島
を
世
界
に
生
か
せ
同
志
社
人
」

重
松
柾
太
郎
(
校
友
)

「
伺
志
社
百
年
平
和
の
元
年
」

佐
々
木
優
子
(
校
友
)

「
新
島
精
神
同
志
社
進
ん
で
百
周
年
」

浜
岡
雄
一
(
校
友
)

「
真
実
に
若
き
気
追
の
同
志
社
人
L

金
器
載
籍
捗

「
同
志
社
の
京
都
の
日
本
の
誇
り
こ

の
三
つ
葉
L

岩
原
文
男
(
校
友
)

「
昨
日
も
今
日
も
朋
日
も
一
隅
の
光
同
志

社
」

「
同
志
社
創
立
百
周
年
'
祝
歌
、
」

響
芳
雄
裁
承
遡

該
当
者
な
し

「
同
志
社
創
立
百
周
年
記
念
祝
歌
」

上
野
 
1
勗
女
挺
逝

「
同
志
社
大
学
造
逵
歌
、
四
季
京
洛
亡

秋
月
と
も
み
(
校
方
)

「
同
忘
社
追
逵
歌
'
同
志
社
若
者
、
」

桑
原
隼
姦
学
獣
些

「
同
志
社
創
立
百
周
年
記
念
歌
」

1
太
郎
姦
学
兆
些

竹
内
佳
之

「
百
年
と
思
え
ば
長
き
年
月
ぞ

社
わ
が
母
校
」
近
藤
俊
之

ゞ
ゞ
{
ゞ
ゞ
(
)
ゞ
ゞ
j
ゞ
ゞ
イ

秀
作

「
御
所
に
て
」

(
校
友
)

育
て
ょ
同
志

(
学
部
学
生
)

「
天
真
烱
漫
」

神
崎
順
一
(
校
友
)

「
樒
円
球
の
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
し

"
*
"
一
霽
*
遡

;
新
島
先
生
日
本
脱
出
'
函
館
に
て
」

沓
高
載
雜
塑

*
先
き
に
募
集
き
れ
た
、
創
立
百
周
年
記
念
戀
賞
作
品

に
は
多
数
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、
選
考
の
結
果
、
掲
載

の
通
り
入
週
者
が
決
定
し
た
。

な
お
、
入
週
者
授
賞
式
は
、
三
月
二
十
四
日
、
ア
ー

モ
ス
ト
館
広
間
で
行
わ
れ
た
。

「
喫
茶
店
に
て
し

神
崎
順
一
(
校
友
)

久
永
省
一

^

教中

学

諭校̂




